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第39回定時総会が開催されました
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よろしくお願いします ～支部・BL長の抱負～

　「元気があれば何でもできる！」らしいです。
気軽に参加できて、共に学ぶ仲間との関わりから
から刺激を受けて、10年後も発展し続ける会社に
したい！そんな人が溢れる大津支部を目指して

「明るく元気に前向きに同友会を楽しもう！」を今期
のスローガンに掲げました。また2年後2019年の
大津支部設立40周年に向けて、諸先輩方が積
み上げてこられた歴史を創り上げていく使命と社
会からの期待に応えるべく今後も邁進して参りた
いと思います。

大津支部長　濱 本 博 樹

  

（有）浜本新聞舗　代表取締役

　本年度の湖南支部キーワードは「連帯」と「あて
にしあてにされる関係」です！
　同友会理念に【自主・民主・連帯の精神】がありま
すが、会員同士の腹を割った付き合いと助け合いと

いう連帯の部分を意識しての一年にしたいと思っ
ています。そのため、身近な会員の報告、そしてグ
ループ討論を基本に例会を開催します。また例会で
は毎回プロが編集した動画での会員紹介をし、会
員の相互理解を深め「あてにしあてにされる関係」
を強化していきます。一年間よろしくお願いします。

　今年度のテーマは「実践と学び」です。
　経営指針（理念・方針・計画）づくりと実践を基
本にして月例会、各委員会、部会、研究会など主
な活動への参加を推進して全員参加型の支部

づくりを目指します。日常においては会員同士が
身近な経営課題を本音で語り合い、それぞれの
課題解決を支援しあえる関係を拡げ、場を増や
し、皆さんと共に学び合い、経営者としての生きる
姿勢を育み成長しあえる支部づくりをめざします。

　今年度も東近江支部では、同友会三つの目的
を各企業が実現すべく活動してまいります。先行き
の見えない経営環境の中、強靭な企業づくりには
今まで以上に経営者の学びが求められます。同友

会での学びが今の時代に大変有意義であること
を会員、地域にしっかりと発信し、地域貢献にも繋
げます。また、「会員全員で素晴らしい東近江支部
を作ろう」のスローガンのもと、会員同士の親睦、交
流を深められる機会を一層増やし、多くの会員が
主体的に活動へ参画できる支部を目指します。

　本年度の北近江のスローガンは「理論的かつ
情熱的に　同友会理念の実践を通じてより良い
企業づくりを」です。人は頭で理解して、心で動き
ます。理（論）と情（熱）の両面が経営者には必要

だと思います。例会や地域会で会員同士の知り
合い学び合う活動を強め、経営指針を創る会や
ＭＧへの参加等をひろげ、良い会社を創る為に、
経営者同士が熱く経営について語り合い、同友
会理念の実践を通じて真摯に学び合う支部づく
りを目指していきたいと思います。

　本年度の高島ブロックのスローガンは「経営指
針の成文化と実践で元氣なよい会社をめざそ
う！」です。同友会は経営者が学ぶ場。元氣な仲
間による例会の実践報告の充実。気軽に参加で

きる「よろず座談会」で悩みや課題を本音トーク。
同友会活動を通して会員同士が切磋琢磨し、元
氣な会社をめざす。その活動が新しい仲間づくり
となり、高島の活性化につながればと思いますの
で、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

湖南支部長　中 野 光 一
（株）びわ湖タイル　代表取締役

甲賀支部長　川 崎 博 治
（有）ワークロード　代表取締役

東近江支部長　嶋 田 裕 士
（有）島田家具工芸　代表取締役

北近江支部長　青 柳 孝 幸
（株）ＰＲＯ－ＳＥＥＤ　代表取締役

高島ブロック長　川原林 弘康
（株）社川原林工務店　代表取締役

　
「
経
営
者
の
弱
点
は
、
利
己
的
・
小
心
者
・

独
善
的
・
傲
慢
・
優
柔
不
断
・
公
私
混
同
で

言
い
訳
が
ま
し
く
て
無
責
任
な
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
同
友
会
で
学
び
『
労
使
見
解
』
の

深
い
意
味
を
実
感
す
る
中
で
弱
点
を
克
服

し
、
自
ら
を
変
え
、
企
業
を
変
え
て
い
く
た

め
に
は
経
営
者
の
責
任
を
自
覚
し
、
同
友
会

理
念
の
体
現
者
で
あ
る
先
駆
者
か
ら
生
き
ざ

ま
を
学
ぶ
こ
と
」
を
強
調
さ
れ
た
の
は
中
同

協
元
経
営
労
働
委
員
長
の
上
野
修
氏
で
す
。

確
か
に
経
営
者
は
多
く
の
優
れ
た
資
質
を

持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
だ

か
ら
こ
そ
自
ら
の
「
弱
点
」
を
自
覚
す
る
こ

と
な
く
し
て
は
、
単
な
る
「
お
山
の
大
将
」

で
終
わ
って
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
厳
し
い
時
代
、経
営
者
が
「
お
山
の
大
将
」

で
は
満
足
な
経
営
は
お
ぼ
つ
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

月
に
一
度
く
ら
い
は
「
労
使
見
解
」
を
読
み

直
し
て
、
目
指
す
べ
き
「
経
営
者
」
の
あ
る

べ
き
姿
を
再
確
認
し
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

毎
月
の
支
部
例
会
で
、
先
駆
者
や
奮
闘
中
の

経
営
者
「
か
ら
生
き
ざ
ま
を
学
ぶ
こ
と
」
で
、

大
き
な
刺
激
や
啓
発
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
年
度
も
、
各
支
部
、
委
員
会
で
経

営
者
の
成
長
を
目
指
す
取
り
組
み
が
目
白
押

し
で
す
。
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
不
安
定
な

情
勢
を
乗
り
切
る
強
靭
な
企
業
づ
く
り
、
同

友
会
づ
く
り
」
は
、
ま
ず
「
経
営
者
」
と
し

て
の
「
自
分
づ
く
り
」
か
ら
始
ま
る
と
心
し

た
い
も
の
で
す
。

ご
う
ま
ん

き
ょ
う
じ
ん
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第
一の
柱
は
、労
使
見
解
に
基
づ

く
経
営
指
針
づ
く
り
と
指
針
経

営
の
実
践
で
す
。経
営
指
針
を
創

る
会「
成
文
化
コ
ー
ス
」「
オ
プ
シ
ョ

ン
コ
ー
ス
」を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、ま
ず
経
営
姿
勢
を
確
執
し
、

成
文
化
し
た
指
針
書
を
社
員
と

共
に
推
進
す
る
覚
悟
と
技
術
を

身
に
つ
け
ま
す
。そ
し
て
、指
針
経

営
実
践
の
成
果
で
あ
る「
滋
賀
で

い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」認

定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
を
増

や
し
ま
す
。

　

支
部
や
部
会
の
例
会
で
は
、同

友
会
型
の
企
業
づ
く
り
実
践
を
グ

ル
ー
プ
討
論
で
学
び
合
う
こ
と
を

重
点
に
す
る
ほ
か
、学
び
合
い
活

動
の
集
大
成
で
あ
る
第
28
回
滋

賀
県
経
営
研
究
集
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

新
卒
者
の
採
用
活
動
を
通
じ
て

魅
力
あ
る
企
業
づ
く
り
に
取
組
む

共
同
求
人
活
動
を
広
げ
、新
入
・

若
手
・
幹
部
社
員
な
ど
の
階
層
別

研
修
を
実
施
し
、人
材
の
定
着
と

育
成
に
努
め
ま
す
。

　

労
使
見
解
の
精
神
に
よ
る
経
営

姿
勢
の
確
立
と
経
営
指
針
経
営
の

実
践
、共
同
求
人
活
動
に
よ
る
若

手
人
材
の
採
用
と
企
業
づ
く
り
、

社
員
共
育
活
動
に
よ
る
人
材
の
定

着
と
育
成
を
一
体
と
し
て
取
組
み

ま
す
。

　

第
二
の
柱
で
は
、地
域
社
会
を

支
え
る
企
業
と
し
て
、地
域
で
働

き
・
暮
ら
す
こ
と
を
担
う
た
め
に
、

多
様
な
人
材
の
雇
用
や
、就
労
支

援
の
取
組
み
を
広
め
ま
す
。中
小

企
業
の
7
割
近
く
が
後
継
者
不

在
と
言
わ
れ
る
も
と
で
、次
代
を

担
う
若
手
経
営
者
や
後
継
者
の

育
成
に
も
努
め
ま
す
。

　

滋
賀
で
学
ぶ
学
生
が
滋
賀
や
自

分
の
地
元
で
働
き
地
域
で
活
躍
す

る
意
義
を
伝
え
る
た
め
に
、大
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
で
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
秋
に
開
催
す
る

第
20
回
障
害
者
問
題
全
国
交
流

会
に
向
け
て
、障
害
者
の
職
場
体

験
受
入
れ
を
広
げ
、雇
用
の
実
践

か
ら
良
い
企
業
づ
く
り
の
あ
り
様

を
学
び
、特
別
支
援
学
校
や
就
労

支
援
組
織
と
連
携
し
、働
く
意
欲

と
能
力
の
あ
る
人
が
普
通
に
働
く

こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
や
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

第
三
の
柱
は
、会
員
一
人
ひ
と

り
が
主
人
公
の
増
え
る
組
織
・
減

ら
な
い
組
織
づ
く
り
を
進
め
、自

立
的
で
元
気
な
滋
賀
を
担
う
同

友
会
を
、地
域
法
人
数
の
10
％
：

1
，4
0
0
名
の
会
勢
を
展
望
す

る
組
織
づ
く
り
・
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
努
め
る
こ
と
で
す
。

　

中
同
協
5
万
名
達
成
方
針
と

2
0
1
9
年
度
滋
賀
同
友
会
創

立
40
周
年
に
会
勢
8
0
0
名
を

達
成
す
る
た
め
、同
友
会
活
動
の

魅
力
を
蓄
積
し
、地
域
へ
発
信
し
、

組
織
を
強
化
拡
大
す
る
戦
略
的

な
広
報
活
動
に
着
手
し
ま
す
。同

友
会
事
務
局
が
滋
賀
で
の
同
友
会

運
動
の
発
信
拠
点
と
し
て
、ま
た

日
常
的
な
組
織
建
設
の
担
い
手
と

し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
に
、中

長
期
的
な
視
点
で
人
材
の
確
保
と

育
成
を
行
い
ま
す
。

不安定な情勢を乗り切る
強靭な企業づくり・
同友会づくりを進めよう

不安定な情勢を乗り切る
強靭な企業づくり・
同友会づくりを進めよう
～経営指針の成文化と実践、共育・採用を軸に経営課題を解決しよう～～経営指針の成文化と実践、共育・採用を軸に経営課題を解決しよう～

2017年度スローガン

　例会・組織活性化委員会
（通称：支部活）が主催する第４
分科会のテーマは、「とっても楽
しい支部運営」でした。
　どのような考えで、またどのよ

うな方法で支部運営を行うと楽しい支部運営がで
きるかについて、最初に井内が問題提起を行い。そ
れを受けて各支部（参加人数の少なかった北近江
支部、甲賀支部、高島ブロックは合同）で、グループ
討議を行いました。

　結果、支部長、委
員長、運営委員が、
どのような支部にし
たいのかのイメージ
を共有し、それに近
づく為の目標や方

策を検討、決定し、結果を正確に測り、方策や実行
に改善を加え続ける。いわば、指針経営を以て支部
運営を行うということが大事だということになりまし
た。（井内良三　記）

　『株式会社 小寺製作所』で
の実習報告をコーディネーター
の立場から滋賀県地域若者サ
ポートステーションの橋本剛氏か
らと、『株式会社 安土建築工房』
での実習報告を実習当事者の立場から県立聾話学
校の仲田愛美氏、受け入れ事業所の立場から安土
建築工房の小南一樹氏がひとつの事例を通してそ
れぞれお話しいただきました。
　障がい者を職場体験で受け入れることについて、
頭だけであれこれ考えると心配が先立ち不安だけ
が膨らみますが、実践してみると取り越し苦労にす
ぎず、職場の工夫で“できること”は想像していたより
も多く、当事者と受け入れ事業所双方にとって好影
響があることが明
白であることに気
づかされる内容
でした。
（遠城孝幸　記）

　経営指針を創る会の修了者3名〔田中 真（株）サン
機工・西村 隆 （株）ピアライフ・加賀山望 安心コンサ
ル（有）〕による、「創る会受講前と修了後」について
発表していただきました。創る会を卒業間もない田中

氏と西村氏には受
講に至る背景や
その動機につい
て、加賀山氏から
は成文化した指
針書を社内で共

有するために発表会や研修などの共育ちをどのよう
に取組んでいるか報告をしていただきました。その
後、分科会参加者お一人おひとりより感想を伺いまし
た。労使見解を実践するには、創る会を経営理念の

成文化に終わらせず、同友会運
動の中で経営指針の実践に向
けて切磋琢磨する仲間をつくっ
ていくことの重要性が強く伝わっ
た分科会でした。
（川邉和明　記）

　共育委員会では、委員の上田幹人さん、宮川草平
さんより共育・採用について体験報告をしていただき、
ディスカッションを行いました。ディスカッションでは、継
続して採用活動に取り組めないことや、若い人材
（財）を定着させられない、共育の体制が整っていな
いといった意見が共通して挙がりましたが、自社以外
の取り組みなどが聴くことができヒントも得られたので
はないかと思います。分科会を通して、社員さんの退
職までの働き方の計画と、社員さんそれぞれの立場
に応じた研修の必要性、また若手を採用し定着させ
ることができる企業しか存続できない時代で、単なる
人取りでなく中小企業で働く意義・魅力を連帯の力で
発信し、採用力を磨くことのできる共同求人活動の大
切さを改めて学ぶことができました。（田中和樹　記）

総　会
分科会
ご報告

共育（求人）委員会 経営労働委員会

ユニバーサル委員会 例会・組織活性化委員会

 相談役 岩部　英世 法面プロテクト㈱ 取締役

 1 相談役理事 坂田　徳一 ㈱坂田工務店 代表取締役

 2 代表理事 蔭山　孝夫 滋賀建機㈱ 会長

 3 政策委員長・副代表理事 青木　孝守 ㈱あぐり進学 代表取締役

 4 例会組織活性化委員長・副代表理事 井内　良三 ㈱タオ 代表取締役

 5 新産業創造委員長・副代表理事 坪田　　明 大津発條㈱ 代表取締役社長

 6 副代表理事 永井　茂一 ㈱ピアライフ 代表取締役

 7 副代表理事 水野　　透 ㈱渡辺工業 代表取締役社長

 8 副代表理事 宮川　卓也 宮川バネ工業㈱ 会長

 9 経営労働委員長 服部　兼一 服部コンサルタント事務所 代表

10 共育（求人）委員長 小田柿喜暢 大洋産業㈱ 代表取締役

11 ユニバーサル委員長 田井　勝実 滋賀ビジネスマシン㈱ 代表取締役社長

12 経営研究集会実行委員長 北野　裕子 ㈱エフアイ 代表取締役社長

13 青年部幹事長 石川　朋之 ㈱HONKI 代表取締役

14 高島ブロック長 川原林弘康 ㈱川原林工務店 代表取締役

15 大津支部長 濱本　博樹 ㈲浜本新聞舗 代表取締役

16 湖南支部長 中野　光一 ㈱びわ湖タイル 代表取締役

17 甲賀支部長 川崎　博治 ㈲ワークロード 代表取締役

18 東近江支部長 嶋田　裕士 ㈲島田家具工芸 代表取締役

19 北近江支部長 青柳　孝幸 ㈱PRO-SEED 代表取締役

20 専務理事 廣瀬　元行 滋賀県中小企業家同友会 専務理事

21 事務局長 大原　　学 滋賀県中小企業家同友会 事務局長

 1 会計監査 高橋　信二 （社福）ひかり福祉会 専務理事

 2 会計監査 前出　博幸 前出産業㈱ 代表取締役

№ 理事会 氏　名 会社名 社内役職

2017年度滋賀県中小企業家同友会役員名簿 （敬称略・順不同）

　
2
0
1
7
年
度
、滋
賀
同
友
会
は
一
．「
人
を
生
か
す
経
営
」の

総
合
実
践
、経
営
指
針
に
基
づ
く
企
業
づ
く
り
　
二
．地
域
や
社

会
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
企
業
づ
く
り
　
三
．中
小
企
業
の
発
展

を
支
え
る
同
友
会
づ
く
り
の
三
つ
の
柱
を
重
点
方
針
と
し
て
、次

の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。


